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教捜: 亀井克彦
○学内委員 医学研究科重点会委鼻. 医学研究科教育委
員会重点, 研究用微生物安全管理費見 学内評価姿見
余香乳 千葉大学医学部附属病院I C T.
0 学外畢鼻 日本医真蘭学会評諦負および学術黍展, 日
本化学療法学会抗其菌薬臨床評価重点 (呼吸辞系).
其菌症フ ォ ー ラ ム 幹事, 関東医異常懇鮮会幹事, 節
其菌症研究会幹事. 千葉其菌症研究会世話人. 千葉
其菌症カ ン フ ァ レ ン ス 幹事. 日本医真蘭学会編集費
見 日本感染症学会繍兵委員. Joum alofln6ection 且nd
Chem other apyas so ciate edito r, My⊂opatholog18 aSSOChte
editor.
0 セ ン タ - 内妻員 微生物委員会重点長, 倫理審査委
月会費見 共同利用研究委貞会費貞長. 運骨協鱗余香
月, 散見会議費見 放務委月会費貞.
0 受半 簾5回真菌症フ ォ ー ラム 奨励賞 (共著者)2004.
1 I 30.JIC Aw a rd 2003(共 著者):Im m tl n O Sl'PPreS Siv e
s ubeta n c esin AQeqi(Iusfy m liz,加 c ultu re Bltrate. 2004. 6 .
15. 日 本感染症学会, 平成15年度 (第49回) 二木覚
(代表) ｢Trendofl皿 PO rted Myc o se sinJapa n+. 2004. ,
6 .
0 その他 大学発 ベ ン チ ャ ー (棟) フ ァ ー ス トラボ ラト
リ - ズ顧問.
助教捜: 佐野文子
○学内委員 医学部付属動物実験施設運営垂見 セ ク
シ ャ ル ･ ハ ラ ス メ ン ト相談員.
0 学外委員 日本医其蘭学会評議員, 同教育委月余委員
およ び副委員長, 千乗県獣医師会感染症研究委貞会委
貞.
0 セ ン タ - 内妻員 数月余鼓委員, 総務委員会委員, 広
報委属会委貞, 実験動物 W G委員 .
0 受半 日本盛典症草魚 平成 15年度 ( 第49回) 二
木賓 (共著者) ｢Tre nd of lmported Myc o s esinJap an+,
2004. .6 .
0 そ の他 大学発 ベ ン チ ャ ー (株)フ ァ ー ス ト ラ ボ ラ ト
リ ー ズ顧問.
助手: 栗田啓幸
助手: 大荒田素子
○学外委員 生体パ ー オキサイド研究会評読員.
技術職員: 瀧田響子
非常勤講師: 多部Eq 弘士(胎橋市立医療セ ンタ ー)
財団法人ヒ ュ ー マ ンサイエ ン ス振舞財団 リサ - チ レジ
デン ト: 渡辺 哲 (10月1日より)
○受賞 策5回其菌症 フ ォ ー ラ ム 奨励賓. AQcrgiuw
紳 堵鄭緋紬喝からの産生物風こ及ぼす影響2004, 1 .
30･ JI C Aw ard 2003: lmrn u n o s uppr es siv estlbstan cesin
㈱ p2紳 w cultu re丘1t皿te.2(X旭.6 .15.
技術補佐員: 渡辺 哲 (9月まで)
: 佐藤綾香 (9月まで)
研究支横推進員: 佐藤綾香 (10月より)
大学院医学薬学府 博士課程: 日暮真実
○受賞 第5回其菌症 フ ォ ー ラ ム 奨励賞 (共著者)
2004. 1 . 30.
大学院自然科学研究科 博士後期課程: 落合恵理
○ 受賞 第5回真菌症 フ ォ ー ラ ム 奨励賞 (共著者)
2004. 1 . 30.
大学院自然科学研究科 博士前期課程: 橋本佳江
○受賞 第5腐 臭菌症 フ ォ ー ラ ム 奨励賞 (共著者)
2004. 1 . 30.
受託研究生: 村田佳輝 (む らた動物柄院, 4月より)
研究概要 (共同研究を含む)
l . J4spew
'
[IusjiE migatusの 培養上帝中の 白血球傷書物質
の検討 一 病原因子の観点から
J4spe rgiZIwjhmigz7t〟S の 培養上清中に認め られる白血球
傷害物質に関する検討を進め. 産生時の酸素免件の 影
響, 基本的性質などを明らかに した. こ れまで の 研究で
培奉ろ液中に細胞傷害活性を有する物質が複数存在する
こ とが 明らかとな っ た . そ の物質の うち, 一 つ は グリ オ
トキ シ ン である ことが判明L たが. グリ オトキ シ ンだけ
で は培養ろ液の 生物活性を全て を説明する ことが できな
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い こ とも明らかとな っ て い る.
ま た, マ ウ ス を用 い た肺組織に対する病理租織学的影
響を示した. 即ち A. .#2nigaiu∫の 培養上 清を作製 し, そ
れらを マ ウ ス に対 し経気管的に投与 し. 病理組織学的
に検討を行 っ たと こ ろ , 肺胞膿 へ の液体成分の 溶出. 衣
症細胞汲i乳 Ⅱ塑肺胞上皮の 増生が認められた . こ の こ
とより蘭からの 産生物質が本菌感染症の 進展に寄与して
い る可能性が示唆された . こ れと並行して , 培養上清の
ヒト好中球の 遺伝子発現に関する影響の 検討も進めて い
る . (橋本佳江 . 落合恵理. 日暮捨象 関根利 一 ).
2 . Stu c&bohy∫ 血 tw u m の 肺組織に対する影響に関す
る研究
環境内に 創ナるSb吻babys cbwlw u mが人体に 及 ぼす影
響に つ い て検討するために, S. 血 佃 ru mを マ ウ ス気道内に
注入し. 好酸球性血管周囲炎な どから血管病変の 形成に
至るこ とを初めて 明らか にしf=. ひ きつ づ き s. abaribru 2n
に よ る血管障害形成の樺序に つ い て検討を開始して い る
(落合恵理. 佐藤線色 今泉息浮 : 弘前大学医学部).
3 . バ ラ コ ク シ ジオイデ ス感染防御機構に関する研究
パ ラ コ ク シジオイデ ス 症 は Pw q EOEEEdio deJbrz7Jih
.
c n血
(pb) の感染 により発症する中南来館国の 主要な全身性
真菌症で , 我国にと っ て は輸入其菌症の 一 つ で ある . 痩
学助知見は ,･健常人は Pb感 敷こ射し抵抗性があぁこと
を示唆 して い るが . 本菌に対する宿主防御機構 は長 い 間
不明で あ っ た , ヒ ト m o n o cyte s/m acr ophage sの Pb(ye ast
fTo r m) に対す る抗菌性はin v l
'
Lr oの 実験 で は極 め て 弱 い
こ ともあ .) て , ヒ ト多形核白血球 (P M N) が防御的役
割を担 っ て い る か否かは長年関係諸国の 重要な研究課
趨であ っ た. そ こ で我 々 は ヒトP M N75冨静薗効果を発
揮するこ と, さらにIF N-γ, G MI CSF および IL-1βが
p M Nの 抗菌活性を顕著に増賛 し, 活性化された P M N
はPb に対-し殺菌効果を発揮する 場合 もある こ とをin
∇z
-
ir Dの 実験 で確乾し. ヒ トPM N が本菌感染の 初期にお
い て 重要な防御的役割を担 い得る こと を明らかにした.
ま た
,
抗真菌剤である nu c o n a2 X'1e(F C Z) の Pb に対す
る抗菌力は in ℡itr oに比 べ in v z
'
v oで は著 しく高まる こと
が知られて い るが . F C Zが in dfro に お い て P M Nと強
力な相乗的殺菌効果を発揮する こ とを明らか に し, in
viw に お ける F C Zの 抗菌力増大の 模作の 一 端 は P M N
と の協同効果で ある ことを示唆 した.
次に末梢血 の 全白血球画分を用 い て i21 Vitroで抗菌効
果を検討したとこ ろ, 混合培養4 時間以内に顕著な殺菌
効果を発揮 した. こ の 全白血球画分は分離した P M N画
分に比 べ 抗菌効果が明らか に強力で あり, 本実験系は
pb に対する宿主防御機構の 研究に有用で あると考える ｡
こ の 裏験系を用 い て サイトカイン の 影響を検討したとこ
ろIFN- y , G M-C SF, お よ ぴIL-1βが抗菌活性を増強
した. ま た. de x am ethas o n eは こ の 白血球画分 の抗菌活
性を顕著に低下させた . こ の ことは, gltleO C O rtic oid投与
による免疫抑制療法は Pbの感染の 危険性を高める こ と
を示唆 して い る (栗田啓革. 大荒田素子. 近藤博借).
4. 病原其薗感染に対する宿主の抵抗性と栄義との 関連
に つ い て
食品脂質構成脂肪酸組成と病原兵曹感染に対する宿主
の抵抗性との 関連に つ い て 研究をお こな っ た. a -S系苗
度不飽和脂肪酸を特徴的に含む魚油の 過剰摂取により生
じる病庚蘭感染に対する宿主の抵抗性減弱は, a -3系高
度不飽和脂肪酸の 一 種である ドコ サ ヘ キサ エ ン酸と. 負
油 に高 い 都合で含まれて い る飽和酸 (およびモ ノ エ ン
酸) との組合せが原因であることを明らか に した . さら
に魚油による抵抗性減弱の機構を検討したとこ ろ, 肝臓
の 脂質構成脂肪酸組成におけるア ラ キ ドン酸の 割合が .
ド コ サ ヘ キ サ エ ン酸 ＋飽和酸 (および モ ノ エ ン酸) 摂取
により顕著に低下する こと. その 一 方で肺臓リ ン脂質ヒ
ドロ ペ ル オキ シ ド量は影響を受けな い こ とがわか っ た.
現在ア ラキ ドン酸由来生理活性物質の 病原其菌感染時に
おける産生 , 分泌 , レ セ プ タ ー 等 へ の 魚油の 影響に つ い
て検討中で ある (大荒臼素子. 栗田啓幸, 二川 健).
5 . L A M P法 に よ る 患 者 略 疾 か ら の Pq T m Cd dio de∫
bra sib
'
e n si 特異的遺伝子gp43 の検出
パ ラ コ クシジオイデス症患者より原因菌pw aE OCCidioz
-
dos
b71aSi[z
'
m Jl
'
sを分離 . 同定する こ と は様 々 な要因から赦 し
い
.
P br mil
'
enめ に特異的な糖蛋白抗原遺伝子gf43 の検
出法に1o op - m ediatedis othe r mala mplinc atl O n(LA MP) 法
がある, 本法を臨床症状, 血清学的および細胞学的手法
により本症と診断された患者の 晴嵐 23(日本;1, ブ ラ
ジ ル ;22)検体に応用した. 検出率は約半分で あ っ たが .
非培養系迅速診断法と して 有用で ある (佐野文子, E. N .
Ita no: パ ラ ナ州立 ロ ン ド1) - ナ 大学. 宇野 潤. 鎗田響
チ
,
宮治 軌 西村和子).
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6
, 気道内分泌物か ら の CoE亡idz
'
oidcs l
'
m miti
'
∫ 遺伝子検出
の試み
コ ク シ ジオイ デ ス症は 2004 年12月現在, 42例 で あ
る
. 原因菌 coccidl
'
oidesim mitz
l
s の 分離 . 同定による培養
検査が食も有効な診断方法で はあるが, 本蘭種は危険度
レ ベ ル 3 で . 実験室感染事故も多く, 検査関係者の 死亡
事故も少なくな い . そ こ で患者の気道内分泌物を用 い て
増車検査と共に遺伝子診断を就み たとこ ろ. い く つ かの
遺伝子診断法は有効であ っ た. い まの ところ, 他 の蘭種
や ヒト遺伝子･を増幅する等, 間接点も多い が , 非堵餐系
補助診断法として 一 考 の価値がある (佐野文子, 日暮浩
美. 西村和子).
7 . 人獣共通其菌症の研究
近年. 家庭内飼育の伴侶動物として イ ヌ , ネ コ の 飼育
形態はヒトと の 関係が より密接とな っ て おり . 濃厚接触
をして い る の が現状で ある . す で に口腔内病原細菌によ
る人獣共通感染症が解明されて い るが. 口腔内微生物叢
としての 病原其菌の 調査はほとん どない . 千葉県東部の
動物病院に来院したイヌ 329頭. ネ コ 95頭, 計 424頭
の 口腔内病原其菌叢を調査したと こ ろ, 病原性酵母, 柄
原性糸状菌が釣3割の個体より分離され. その なかには
ヒトに全身感染を起こすことが知られて い る菌種も含ま
れて い た, 現在まで にイヌやネ コ の瞭傷事故による真薗
感染症は報告され て い な い が , 病原其菌保有個体の飼育
管理上 の注意およ び易感染性の飼 い主 へ の注意を呼びか
けて行きたい .
また, 魚介類, 実験動軌 産業用動物等の其菌症の疫
学
, 診断法の開発なども共同利用研究として辛がけて い
a ( 佐野文子, 鎗田響子, 西村和子, 村田佳輝, 畑井暮
司雄 . 村長保憲. 猪股智夫, 池 郁生, 挿谷亮. 木村久
美子).
8 . 千葉大学真蘭セ ン タ ー 保存蘭株 の 再評価 - M im-
spw 〃m ca m
p
s
,
M .g汐∫e u m及び M･ c QOhciに つ い て -
保存菌株の 再評価として , Mz
.
c rosporum c aぬ 55楓 M
gQse u m40株及び M. coohei3株 に つ い て , 形態学的観
察及びリ ボ ソ ー ム RN Aの rr S l領域の 遺伝子配列決
定に よ る再 同定を行 な っ た. M . Ea nis55株 屯 1株は
7 h
'
cb申Iylon r〟br u m, 3株 は T intwdigiEa[c と同定され た･
M . g汐∫e u m40株には M . co o丘eiと M.juv u7nが 1株ず つ 含
まれ て い た. 今臥 誤同定が判明した株は全て 他機関よ
り受け入れた株であり. 受け入れに際し再同定は重要で
ある (鎗田響子, 伊藤純子, 佐野文子. 西村和子).
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26) 細川 薦, 桐箱和宏, 野中東雄, 新里 草, 揮ロ昭
一
, 佐野文子: pw c[ilo my[e3B]G Cin u sと Jg- n -iu m spp.
が 分離されf=角膜真菌症の 1例. 第 48同日本医其
蘭学会総会, 東商誌 45(増1): 79, 2004.
27) 村田佳蝉 , 佐野文子, 亀井克軌 西村和子, 斉藤陽
彦= イヌ におけ る ヒ ス ト プ ラ ズ マ 症(nstoplas m o sis)
の - 症例に つ い て . 平成16年度関東地区獣医師大
会 日本小動物獣医師会 (関束), 抄録集p. 58, 甲軌
2004. 9 . 6 .
28) 小林久美
,
青木信夫, 永田瑞穂, 木村久美子, 佐
野 文 子: 肝臓 に 多発 性 肉 芽艦 を 伴 っ た Absz
l
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G
co'ymbVc raに よ る豚の 接合菌症. 平成16年鹿関東
地区獣医師大会 日本産策動物獣医師会 (関東). 抄
録集p. 68, 甲札 2004. 9 . 6 .
29) 村田任輝 , 佐野文子 , 鎗田響子, 西村和子 , 亀井克
彦: - 般家庭で 飼育されて い る イ ヌ , ネ コ の 口腔
内其薗叢 に つ い て. I . 一 般 演題-8, 帯4国人と動
物の 共通感染症研究会学術集会 , 安田講堂 , 東京,
2004. ” . 6 .
30) 渡辺 督, 橋本佳江 , 日暮清美, 落合恵理 , 西村和
子, 亀井克彦: ア ス ペ )I,早)I,ス ･ フ ミガ - ツ スから
の 産生物質が生体防御に及ぼす影軌 第25固関東
医美園懇市会, 東京, 2004.
31) 渡辺 菅
,
橋本佳江 , 落合恵理, 日暮漁莫, 亀井寛
彦, 関根利 一 : JIJPe7gi
'
DbLSbmigzztusか ら の 産生物質
が生体防御に及ぼす影響 . 第 3同感染症若手研究者
沖縄フ ォ ー ラ ム , 沖縄, 2004.
32) 橋本佳江, 渡辺 哲 , 落合恵理, 日暮結実, 亀井克
彦: JgSPe rgiI)u∫jkmigGtuS 胞子およ び培養上清の 反復
投与に よる マ ウ ス肺組織 へ の 影響 . 第 3回感染症若
手研究者沖縄フ ォ ー ラム , 沖縄 , 2004.
33) Ge re 乞JR, Un c･I, Pa v a n elli W R, Tatiba n aB T, Sa n o
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国際交流
1 . 共同研究
1) 亀井克彦 ( 代表): 免疫不全小児における日和見其
菌症の研究, Maria M a rhcedosSanto sVir ela教授(ブ
ラ ジ ル連邦共和国 サ ン パ ウ ロ 州立カ ンビ ー ナ ス大
学小児科)200 4年1月か ら. 2 00 4年1月28日から
2月6日まで, 当セ ン タ ー を訪問, 外部評価委貞と
して 参加, 共同研究に つ い て打ち合わせを行っ た
2) 佐野文子 ( 代表): パ ラ コ ク シジオイデ ス癌の 迅速
遺伝子診 帆 Eiko Nakagaw alta n o≧準教授 (ブ ラ ジ
ル 連邦共和国 パ ラ ナ州立ロ ン ドリ ー ナ大学生物
科学研 究所)2003年 11月 か ら, 2004年5月 25
日から6月9 E] まで . 日本蘭学金策48同大会で
共同研究成果 ｢L A M P法 に よ る患者暗疾からの
肋 EO m
'
dl
'
oidesbr wi)ic n siJ特異的遺伝子の 943検出+
を発表, 共同研究に つ い て 討論した.
3) 佐野文子 (代表): パ ラ コ ク シジオイデ ス症に関す
る研究 , Eva召u rger助敦授 (プラ ジ･ル 逢邦共和国
サ ン パ ウ ロ 大学生物医学研究所免疫学教室)2003
年11月から.
4) 佐野文子 (代表): パ ラ コ クシジオイデス 痘の非培
養系診断法開発に関する研究, M arcdlo Fr aJICO 教授
(ブラジ ル連邦共和国 サ ン パ ウ ロ 医科大学病理解
剖学教室)2 00 3年11月か ら. L A M P法による迅速
診断法を共同開発した.
2 . 海外渡航
1) 亀井克彦: ア メ 1) カ合衆国 Fo c u白 O nFu ngallnfe ctio n s
14,(2004. 3 .24-26), ニ ュ ー オ リ ン ズ , Hilto nNe w
Orle an sRi w ide 2004. 3 . 23-27(科学技術鹿輿調整
#).
2) 渡辺 哲: ア メ 1)カ合衆国 Fo c usonFun野1Infecdo ns14,
(2∝比3, 24-26), ニ ュ ー オ 1)ン ズ, H且to nNe w Orle a n s
Riverside, 2 004.3 .23-27(科学技術振興調整費).
3) 亀井克彦: ア メ 1)カ合衆国 Advan cesAgainst Asper-
giuo sis (2004･ 9-9-ll)･ サ ン フ ラ ン シ ス コ , Gr a nd
Hァ且ttSa nFr a n cis c o. 2004. 9 .7-15(A A A学会事務局)
4) 渡辺 曹: ア メ 1)カ合衆国 A dva D C eSAgmistAspef-
gi1o sis(2004. 9-9-ll)サ ン フ ラ ン シ ス コ , Gr arld
HyattSam Fran cis co. 2004. 9 . 9 -16( 私費)
5) 落合恵理: ア メ 1)カ 合衆国 A dv a n ce sAgainst Aspe r-
千葉大学 真南医学研究セ ン ター報告 第8巻 2004
gnlosis(20041 919-ll)･ サ ン フ ラ ン シ ス コ , Gra nd
HyattSa mFra n cis c o. 2004･ 9 ･9
-15(私費)
6) 橋本佳江 : ア メ リ カ合衆国 AdvarlC eS Again st Aspe r-
gi1osis(2004. 9-9-ll)･ サ ン フ ラ ン シ ス コ , Gr and
HyattSAD Fran cisc o･ 2004･ 9 1 9120(私費)
学会等活動 (主催学乳 座長, コ ン ビ
ー ナ - など)
1) 亀井克彦: 座良 一 般演題, 異音痘フ ォ ー ラ ム 第5
回学術集会 探在性其菌症の 診断 ･ 治療 の 現状と将
来展望 - ガ イ ドラインを踏まえて - , 東京, 2 ∝I4.
l
.
31.
2) 西川朱賓, 亀井克彦 : 座長. シ ンポジ ウ ム 3 カ ン ジ
ダと カ ン ジ ダ感染症の研究の現状 一 基礎と臨床の 連
携を目指す - , 第 48回日本医其蘭学会捻会 , 横浜 ,
2004. 9 . 25126.
3) 亀井克彦: 座長. 一 般 演題 ｢ 其菌1+, 第 53回日
本感染症学会東日本地方給金, 第 5 1固日本化学療
法学会東日本支部総会2004合同学会, 新軌 2004.
10.21-22.
4) 亀井克彦: 座 艮 講演 (Ⅱ), 第3回関東深在性兵
衛癌研究会, 東京, 2004. ll. 20.
5) 亀井克象 イ ン タ ラ グ テ ィ プ カ ン フ ァ ラ ン ス 其菌
4 座長. 第 78回日本感染症学会総会, 東京, 2004.
4. 6-7.
6) 亀井克彦: A dv an c esAgain st Aspergillo sis 組織委貞,
Sa nFra ndB CO, C alifomia, U SA,2004. 9 . 9 Ill.
7) 佐野文子: 座長. ポ ス タ ー セ ッ シ ョ ン , 第 48回日
本医其蘭学会絵会, 横浜, 2004. 9 . 25-26.
8) 大荒田素子: 座長. 一 般演題, 第 58回日本栄養 ･
食糧学会大会, 仙台, 2004. 5 . 21-23.
教育活動
授業
亀井克彦: 千葉大学大学院医学薬学府 (其薗感染症学分
野). 千葉大学大学院自然科学研究科 (其菌感染学),
千葉大学看護学部 (真菌症), 医学部4年次医学生命
科学特論 ･ 研究 (久保田暁彦, 田上裕子), 普遍教育
コ ア 8生命科学 (真菌感染 に対する生 体防衛機構),
医学部 微生物学 (其菌と真菌症).
佐野文子: 千葉大学大学院医学薬学帝 (真菌感染症学分
野), 千葉大学大学院自然科学研究科 (真蘭感染学),
医学部4年次医学生命科学時論 ･ 研究 (久保田暁彦,
田上裕子).
社会活動
テ レビ ･ ラジオ
1)亀井克彦: TBS テ レ ビ ニ ュ ー ス の 森 特集 ｢ 家の
カ ビが命を奪う+(2004. 6 . 9).
2) 佐野文子 : F N Nス ー パ - ニ ュ ー ス (フ ジ テ レ ビ)
に ｢ 人獣共通感染症+ (2004. 8 . 27).
講演など
1) 佐野文子: カ ビ: よ い 子, 悪 い 子, お っ かな い子1
知 っ て得する感染症の 現状とその 予防. 先端医療技
術開発研究会 豊島区立生活産業プ ラザB Fl展示場
(2004. 7 . 24).
外部資金
1) 亀井克彦 (分担): 平成16年度厚生労働科学研究費
補助金 ｢新興･ 再興感染症研究事業+, ｢輸入異常症
等異常症の 診断 ･ 治療法の 開発と発生動向調査 に関
する研究+, 5 00万円 .
2) 亀井克彦 (分担): 平成16年度厚生労働科学研究費
補助金 ｢ 健康科学総合研究事業+, ｢居住環境に基づ
く感染性疾息とその管理に関する研究+, 250万円 ,
3)亀井克彦 (分担): 平成16年度環境省廃棄物処理
等科学研究費補助金 , ｢焼却灰中の ダイオキシ ン類
を対象とした微生物分解技術の 開発に関する研究+,
100方円 .
4) 佐野文子 (分担):
興 ･ 再興感染症:
る研究 , 150万円
5)佐野文子 (代表):
基金 63方円.
10 千葉大学 裏面医学研究 セ ン タ ー 報告 幕 8巻 2004
厚生労働科学特別研究事業: 演
愛玩動物の衛生管理の徹底に閲す
(国立感染症研究所で 一 括).
五 峯財団ライフ サイ エ ン ス 国際
